
1 出力共通項目

an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・貨物管理番号　３５桁

2 処理結果コード

an 75 M

処理結果コード システムで判定された処理結果を出力

3 貨物管理番号

an 35 M

4 指定情報コード

an 3 M

「ＡＭＲ」を出力

5 貨物状況コード

an 3 M

貨物情報ＤＢに次の状況が登録されている場合にその旨の最
新状況のコードを出力
なお、貨物状況が複数同時に重なった場合は、以下の記述順
に上位を優先して出力する
ＭＡＮ：貨物手作業移行
ＳＴＰ：差止中
ＳＳＰ：訂正保留中
ＣＨＧ：航空貨物切替
ＥＮＤ：削除表示設定(仕分仕合済、デバンニング済等)
ＣＣＬ：船積確認済
ＴＲＮ：運送中
ＲＳ１：リスク分析結果事前通知済（ハウスＢ／Ｌ起因）
ＤＮＣ：船卸許可申請中
ＲＳ２：リスク分析結果事前通知済
ＵＬＰ：船卸許可済（船卸前）
Ｍ／Ｆ：積荷目録提出済
ＮＡＭ：出港前報告未済
ＮＴＤ：出港日時報告未済
ＮＯＮ：未搬入
ＡＬＴ：本船・ふ中扱い貨物で許可後変更が必要
ＩＳ　：蔵入承認済（再蔵入承認済含む。）
ＩＳＷ：蔵出輸入許可済
ＩＳＴ：ＡＥＯ用蔵出輸入許可済
ＩＭＰ：輸入許可済（ＢＰ承認済含む。）
ＥＸＰ：輸出許可済（積戻し許可済含む。）
ＢＮＤ：未許可蔵置中

6 船舶コード

an 9 M

コールサイン 貨物情報ＤＢに登録されている船舶コードを出力（ＭＦＲ業
務等にて入力した内容を出力）

7 積載船名

an 35 M

貨物情報ＤＢに登録されている船名を出力（ＭＦＲ業務等に
て入力した内容を出力）

8 航海番号

an 10 C

貨物情報ＤＢに登録されている航海番号を出力（ＭＦＲ業務
等にて入力した内容を出力）

9 船会社コード

an 4 M

貨物情報ＤＢに登録されている船会社コードを出力（ＭＦＲ
業務等にて入力した内容を出力）

10 船積港コード

an 5 M

国連ＬＯＣＯＤＥ 貨物情報ＤＢに登録されている船積港コードを出力（ＭＦＲ
業務等にて入力した内容を出力）

11 入港年月日

n 8 M

貨物情報ＤＢに登録されている入港年月日または入港予定年
月日を出力（ＭＦＲ業務等にて入力した内容を出力）

12 積荷目録提出済表示

an 1 C

貨物情報ＤＢに登録されている当該船会社の積荷目録提出さ
れている旨を出力
Ｙ：提出済み

13 不一致識別（出港前報
告未済）

an 1 C

貨物情報ＤＢに登録されている出港前報告未済の旨を出力
Ａ：ＡＭＲ業務等未済

14 不一致識別（出港日時
報告未済）

an 1 C

貨物情報ＤＢに登録されている出港日時報告未済の旨を出力
Ｄ：ＡＴＤ業務未済

15 出港年月日

n 8 C

貨物情報ＤＢに登録されている出港年月日（ＡＴＤ業務で入
力された出港年月日）を出力

16 出港時分

n 4 C

貨物情報ＤＢに登録されている出港時分（ＡＴＤ業務で入力
された出港時分）を出力

17 グリニッジ標準時差分

an 5 C

貨物情報ＤＢに登録されているグリニッジ標準時差分を出力

出力情報名（出力情報コード）

項番 欄 項目名
繰
2

区分

出力条件/形式

貨物情報照会情報（出港前報告情報）（ＳＡＬ１２０）
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18 緩和措置対象地域識別

an 1 C

貨物情報ＤＢに登録されている緩和措置対象地域識別を出力

19 事前通知コード

an 3 C

貨物情報ＤＢに登録されているリスク分析結果の事前通知
コードを出力

20 関連ハウスＢ／Ｌ事前
通知識別

an 1 C

関連付けされているハウスＢ／Ｌにリスク分析結果の事前通
知コードが登録されている旨を出力
＊：該当

21 Ｂ／Ｌ変更種別
an 1 C

ＢＬＬ業務が行われている場合は、貨物情報ＤＢに登録され
ているＢ／Ｌ変更種別を出力

22 Ｂ／Ｌ変更理由
an 1 C

ＢＬＬ業務が行われている場合は、貨物情報ＤＢに登録され
ているＢ／Ｌ変更理由を出力

23

10

変更前Ｂ／Ｌ番号

an 35 C

ＢＬＬ業務により変更後Ｂ／Ｌである旨が登録されている場
合は、貨物情報ＤＢに登録されている変更前Ｂ／Ｌ番号を出
力する

7029-41-2


